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関西中国間連系線運用容量増加に伴う60Hz同期系統内の同期安定度への
影響確認

 第4回運用容量検討会において，中国地内の系統安定化装置（以下，中国基幹
系SSC）更新時（2020年6月末予定）の電圧安定度維持を目的とした電制機能
（以下，電圧電制）追加に伴う関西中国間連系線運用容量の増加については，
60Hz同期系統内の同期安定度への影響を検討したうえで判断することとなった。

 上記を踏まえ，関西中国間連系線の東向き潮流を電圧電制による増加分を考慮した
運用容量上限まで流した状態で同期安定性を確認し，60Hz連系系統の同期安定
性が連系線利用に対して制約を与えないことが確認された。（資料1-3「８．60Hz連
系系統の同期安定性」参照）
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（参考）2019年度 第4回運用容量検討会 資料2（2019.12.13)


